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前報で本学開講一般教養科目「化学」（以下本文中では本学開講「化学」と略記）受講生の平成 13～19 年の 7 ヵ年
の履修・成績状況と平成 15～19 年の 5 ヵ年の高校理科における「化学」の履修および基礎学力の動向を調査報告し
たが、本報は前報では頁数制限により詳細を報告できなかった後者の高校における化学の履修状況および化学基礎学
力調査の詳細を報告した。その結果、基礎学力調査の設問項目がほとんどの受講生が履修している「化学 I, IA, IB」
の内容レベルにもかかわらず、「化学 II」との 2 科目を履修した者とのあいだに学力格差が認められ、その動向が「化










































における化学 IB, Iの平均得点も示した。表 1の設問























るσの割合が設問 1では 5ヵ年平均回答数の約 30%、
設問2~5では75~120%、また、5ヵ年平均最大回答数












表 1 暗記的化学基礎学力に関する設問 1～5（付表１）における年度ごと平均正解回答数および 
















































































































































































































学入試センター試験「化学 IB,I」の平均得点を併記し       
 
表 2 概念・応用的基礎学力に関する設問 6（付表 1）における項目別正解回答者数、正解回答者率 
表中の（σ）は標準偏差、平成 15 年度に無回答者２ 
  

























15 14 14, 100 12, 85.7 26, 92.9 551 80, 72.1 31,27.9 111 18, 3.3 
16 17 15, 88.2 5, 29.4 20, 58.8 433 83, 69.7  36, 30.3 119 19, 4.4 
17 21 21, 100 10, 47.6 31, 73.8 454 83, 72.8 31, 27.2 114 17, 3.7  
18 17 15, 88.2 14, 82.4 29, 85.3 371 85, 72.0 33, 28.0 118 19, 5.1  




























    
正解回答者数、正解回答者率% 
反応式   
ホヘトチ 
物質量 
リ   
分子量 
 オ  
アボガ 
ドロ数 
カ    
質量保 
存則  
ソ    




15 12 11, 91.7 12, 100 12, 100 10, 83.3 10, 83.3 6, 50.0 84.7(17.0) 
16 17 11, 64.7 11, 64.7 10, 58.5  4, 23.6 10, 58.8 2, 11.8 47.0(21.1) 
17 21 13, 61.9 14, 66.7 14, 66.7 11, 52.4 16, 76.2 4, 19.0 57.2(18.5) 
18 17 13, 76.5 12, 70.6 14, 82.4  9, 52.9 13, 76.4 4, 23.5 63.7(20.2) 




































学力検査科目は数学 I、生物 I、化学 Iの3科目のなか
らの 1科目選択となっており、化学 Iでの受験生は 5
ヵ年平均で18.6人、これは一般入試入学者の22.4%（入
























































率が低下した平成 16,17 年度には極端に低下している。 
これについては以下の2つの要因が考えられる。 
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 1 理科基礎,  2 理科総合 A,  3 理科総合 B,  4 物理 I,   5 物理 IA,  6 物理 IB,   
7 物理 II, 8 化学 I,  9 化学 IA,  10 化学 IB,  11 化学 II,  12 生物 I,  13 生物 IA, 
14 生物 IB, 15 生物 II,  16 地学 I,  17 地学 IA,  18 地学 IB,  19 地学 II,  
 20 その他(            )  
  ２、上記で使用した教科書の出版社はどこでしたか、該当するものを○で囲ってください。 
   啓林館、数研、実教、東京書籍、大日本図書、第一学習、三省堂、その他(               ) 
 ３、履修した理科のなかで、もっとも印象に残った授業もしくは実験は何でしたか。 
 ４、下記の設問 1～6 は化学に関するもっとも基本的な事項についての質問です。 
  設問 1 化学元素の元素名と元素記号を知っているだけ書いてください。 
例 水素 H 
    設問 2  酸といわれる物質について、その物質名と化学式を知っているだけ書いてください。
     例 ホウ酸 H3BO3 
   設問 3 塩基(アルカリ)といわれる物質について、その物質名と化学式を知っているだけ書いて
ください。 例 水酸化ナトリウム NaOH 
    設問 4 塩といわれる物質について、その物質名と化学式を知っているだけ書いてください。
     例 塩化ナトリウム NaCl 
    設問 5 有機化合物といわれる物質について、その物質名と化学式を知っているだけ書いてく
ださい。 例 メタン CH4 
     設問 6  つぎの文章や式中の[   ]、（  ）について、[   ]には適当な数を、（   ）には記
号もしくは語句を入れてください。ただし、原子量は H = 1, C = 12, O = 16 とする。 
    
  1 mol のメタンが[ イ  ] mol の酸素と反応して完全燃焼すると、[ ロ  ] mol の( ハ )
と、[ ニ  ] mol の水を生成する。このときの化学反応式は 
           
 CH4  +  [ ホ  ]O2      [ ヘ  ](  ト  )  +  [ チ  ]H2O   となる。 
          
この反応に必要な酸素は、物質量で[ リ  ] mol、質量で[ ヌ  ] g、体積では 0 ℃、1 atm
のとき[ ル  ] L となる。メタンの分子量は[  オ  ]であるから、1 mol のメタンは[ ワ ] g
となり、この中にはアボガドロ数に相当する[  カ  ]個のメタン分子が含まれている。ま
た、このとき反応後に生成する( ヨ )と水との質量の総和[  タ   ] g は、反応前のメタ
ンと酸素との質量の総和[  レ  ] g に等しく、これを（ ソ ）の法則という。  
 
 





付表 2 高校で履修した理科のなかで、もっとも印象に残った授業もしくは実験は何でしたか 
表中 回答者数欄の○は白紙回答、△は特になし記述回答の内数、 







































































平成 15～19 年の 5 ヵ年における科学基礎学力に関する動向調査 
－50－ 
 
The Trend of Chemistry Literacy for Freshmen who took an Elective Subject  
”Chemistry” in Liberal Arts Course for Five Years between 2003 and 2007 at 
 the Japanese Red Cross Kyushu International College of Nursing 
 
Yoshiki MORIGUCHI, D.Sc.1)  
 
The author has previously reported the present learning situations and the chemistry 
literacy for freshmen who took an elected subject ”chemistry” in a liberal arts course for 7 years 
( 2001~2007) at the Japan Red Cross Kyushu International College of Nursing. This report is a 
subsequent paper in which a detailed investigation was carried out for the trend of chemistry 
literacy of freshmen for 5 years (2003 ~ 2007). The investigation clarified that the grade of 
chemistry literacy shows similar trend to the number of students who learned two subjects 
“Chemistry I, IA,IB” and “Chemistry II” in Upper Secondary School and that the marked trends 
occur in 2004 and 2005. It can be assumed that these results are brought out by two causes as 
follows; Degrees of interest and memory in chemistry depend on the number of credits of 
chemistry obtained in Upper Secondary School, The investigating period was just same time as 
shifting to the New Course of Study officially announced in 1999, which the widely revised 
learning subjects and contents give effect on the trend of chemistry literacy.     
Key words: Freshmen of Nursing College, Chemistry Literacy,  
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